
 

 

 

 

 

「宇治の文化的景観」 
 

文化的景観保存活用計画書 



例  言 

 

１．本計画は「宇治の文化的景観」を文化財保護法に基づく重要文化的景観を選定申出をするにあたり策

定したものである。 

２．本計画は 2 部から構成されており、第 1 部が当該文化的景観の保存状況の調査を取りまとめた「文化

的景観保存調査報告」、第 2 部が当該文化的景観の保存管理を定めた「文化的景観保存管理計画」とな

っている。 

３．本計画の策定年月日は平成 20 年 7 月 28 日であり、同日付で文部科学大臣に対して重要文化的景観の

選定申出を行った。「宇治の文化的景観」が重要文化的景観に選定されたのは平成 21 年 2 月 21 日で

ある。 

４．本書は本計画を平成 23 年度事業として印刷したものである。発行日は平成 24 年 3 月 31 日である。 

５．本計画策定時の担当部局は宇治市教育委員会歴史資料館であったが、平成 21 年度から都市整備部歴史

まちづくり推進課が担当している。 

６．重要文化的景観の重要構成要素届出建物を追加するにあたり、令和元年度に本計画の修正及び追記を

行った。 

７．土地利用規制図に関しては、宇治市長の承認を経て同市発行の 1/10,000 地形図を複製したものです。

（複製承認番号 元宇都市第 124 号） 
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第１章  宇治市の概況と自然環境 

 

第１節 宇治市の概況 

 

a． 位置 

 

宇治市は京都府の南部、京都盆地の東南部に位置し、西北に京都市、西に久御山町、

南に城陽市、東に宇治田原町、滋賀県大津市に接している。宇治市の総面積 67.55 ㎢、

東西 10 ㎞、南北 10.7 ㎞である。市内はＪＲ奈良線や京阪宇治線、近鉄京都線、京都市

高速鉄道東西線の鉄道や、京滋バイパス、国道 24 号線、府道京都宇治線、府道宇治淀線、

府道城陽宇治線が道路交通網を形成し、京都や大阪の中心部、奈良市などの周辺大都市

への交通が至便な地である。そのため大都市近郊の住宅地としての性格が強く、昭和 30

年代以降、市域の急激な宅地開発が進み、それに伴う人口増加がみられたが、平成 27 年

頃から人口減少に転じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

宇治市位置図 
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宇治市地域区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：世帯、人、人／㎢） 

参照：宇治市統計書（平成 30 年度版） 

宇治市の人口・世帯数の推移 

人
口
・
世
帯
数 

１
世
帯
当
た
り
の
人
数 

（人） （世帯・人） 
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第２節 地形的特性 

 

a． 地形 

 

  宇治市は東部の醍醐山地、中部の山麓丘陵地帯、西部の沖積低地の３つに区分される。 

また、市のほぼ中央には南北に宇治川が流れ、沖積低地と山麓丘陵地に広がる市街地を

二分している。 

  350m～600m 級の山頂が広がる東部の醍醐山地は、笠取川や志津川が谷を形成し、川 

沿いに山間農地が発達し、田畑や杉林といった山里の風景が広がっている。さらに宇治

川の本流が醍醐山地の南縁を東西に横切り、深い峡谷地形を形成している。 

  中部の山麓丘陵地帯には構造地形や段丘地形がみられ、1960 年代以降の人口増加に伴 

い開発された住宅地が標高約 50m～80m ほどの一帯に広がっている。 

  西部の沖積低地は標高 50m 以下の低地で、田畑や住宅地、自衛隊施設や学校などの施 

設がある。さらにこれらの西側には巨椋池を干拓した低湿地帯があり、農地と住宅地が

広がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

宇治市航空写真（平成 29 年撮影） 

N 
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b． 河川と山岳 

 

宇治市には 13 本の一級河川があり、中でも宇治川は毎秒 890 トンの流量と市内最大の

流域面積を持つ。宇治川とは淀川の通称であり、琵琶湖から大阪湾に流れ込む淀川は上

流部を瀬田川、宇治川、下流部では淀川と名前を変える。宇治川は滋賀県と京都府の府

県境から桂川・木津川との三川合流付近までを指す。かつての宇治川は巨椋池に流れ込

んでいた。 

この宇治川は文禄 3 年（1594）に太閤豊臣秀吉によって大土木工事が行われ、これに

より、宇治川と巨椋池を分離し、奈良（大和）街道は宇治を経由せずに伏見城下へと導

かれた。この土木工事遺跡を太閤堤といい、現在もその一部は堤防として利用され、発

掘調査によって当時の遺構も発見されている。 

 宇治川周辺には世界遺産の平等院、宇治上神社や、秀吉の茶事と関連の深い宇治橋、

鵜飼いや舟遊びといった歴史・文化的遺産に恵まれたところである。 

 宇治川以東には標高 250m を超す山間部が広がっている。中でも笠取山、喜撰山、槇

尾山などは歌に詠まれる地として早くから有名であった。歌枕としての他に、笠取山は

西国三十三カ所観音霊場の巡礼地への通り道になっており、喜撰山は六歌仙の一人であ

る喜撰法師が隠棲した地と言われている。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一級河川  山岳 

名称 延長 流域面積  名称 標高 所在 

淀川（宇治川） 5.85 67.29  無名山 590.0 西笠取 

堂ノ川 1.20 1.60  岩間山 443.0 東笠取 

岡本川 0.15 0.70  笠取山 374.0 西笠取 

新田川 1.10 1.60  老蘇獄 322.0 二尾 

寒谷川 2.90 1.60  仙郷山 364.3 池尾 

古川 1.45 7.46  喜撰山 416.0 池尾 

名木川 1.20 3.24  槇尾山 362.3 槇島町 

山科川 0.75 5.12  天下峰 350.0 木幡 

弥蛇次郎川 2.00 1.30  高峰山 292.0 五ヶ庄 

戦川 1.70 3.50  五雲峰 347.5 莵道 

志津川 9.00 10.70  明星山 253.3 莵道 

笠取川 7.20 8.70  仏徳山 131.8 宇治 

井川 3.30 5.20  六石山 366.5 槇島町 

         単位：㎞、㎢                 単位：m 

                    参照：宇治市統計書（平成 30 年度）  

主要な河川 主要な山岳 
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c． 巨椋池干拓地 

 

巨椋池はかつて宇治川、木津川、桂川の三川が流れ込む遊水地帯であり、周囲 16 ㎞、 

 面積約 800ha の大きな池であった。巨椋池周辺には弥生時代から人々が居住していたこ

とが確認されており、平城京が造営される頃には交通・経済の要所として重要な役割を

担っていた。その一方で、低湿地でもあったため、白雉 3 年(652)の孝徳天皇の時代に淀

川の洪水が記録されて以来、百数十回もの洪水が知られる。 

  しかし、豊臣秀吉の伏見城築城による大土木工事により、巨椋池に流れ込んでいた宇

治川が切り離され、半ば独立した湖沼となったが洪水の被害はひどくなり、湖岸の農地

  

 

宇治川の鵜飼い 宇治川の景観 

宇治橋 

 

宇治橋･三の間 

（秀吉がお茶用の水を汲んだとされる所） 

 

宇治川上流の景観 
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が水没を繰り返した。明治期になって本格的な治水工事が実施され、宇治川の付け替え

が行われると、巨椋池と宇治川は完全に切り離されたため、巨椋池の水位の低下と共に

水質が悪化し、漁獲量の減少やマラリアの発生などの弊害が起こり、さらに沿岸の水害

も繰り返された。 

  そのため、干拓による農業転換によって生活の安全向上を願う周辺住民の運動により、

昭和 8(1933)年に国内で初めての国営干拓事業が行われ、634ha の農地を造成した。現在

では干拓田として淀大根をはじめとする野菜や米の生産が行われ、緑地空間的な役割を

担うと共に、国道 1 号バイパスや京滋バイパス、京都高速道路久御山ジャンクションな

どの建設によって自動車交通の要所にもなっている。 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

現在の巨椋池干拓地の写真 

 

干拓前の巨椋池 

 

大正期の巨椋池 
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第３節 自然環境の特性 

 

a． 植生 

 

宇治市域の植生は代償植生が主であり、宇治川上流部の流域や東部の標高 200m を超

える山地では常緑広葉樹のアカマツや落葉広葉樹のコナラが多く見られる。また、スギ、

ヒノキ、サワラなどの植林も多く、里山の景観を形成している。 

一方で、西部低地の市街地ではアカマツやコナラはほとんど見られず、わずかに照葉

樹林のシイ、カシ、クスなどが見られる。これらは宇治陵や市内に残る多くの社寺林に

見られ、市街地の貴重な緑の景観になっている。宅地造成地では水田雑草や竹林などが

見られる程度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
宇治市の植生分布図 
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b． 動物 

 

市域には多数の動植物が生息しており、中でも巨椋池干拓地や宇治川流域に非常に多

く見られる。かつて遊水池であった巨椋池にはコイやフナなどの魚類の他、貝類や鳥類

が生息し、すぐれた漁場であった。干拓地となった現在はケリやコミミズクなどの野鳥

の生息する地域である。また、巨椋池は古くからハスが自生するところであり、干拓後

も水田からハスの実や幼芽を採取するなど、水田に自生しているハスと共に保護されて

いる。また山間部にはオオタカの営巣も確認されている。 

宇治川にはオイカワやスジシマドジョウといった魚類の他、河川改修などによって生

息範囲が狭まり、絶滅危惧種に指定されている貝類・ナカセコカワニナが生息している。

また、かつては昭和 52(1977)年に国の天然記念物に指定されたアユモドキが生息してい

たが、現在は確認されていない。渓流にはオオサンショウウオの生息が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c． 気候 

 

宇治市の平均的な気候は気温の年較差が少なく、降水量も比較的多い地域である。湿

度は年間を通して高く、特に高くなる冬季には初冬から初春にかけて「宇治川の川霧」

が発生し、宇治の代表的な産業であるお茶の生育に役立つと言われている。「宇治川の川

霧」は平安時代から宇治の風雅として捉えられ、勅撰和歌集の歌に詠まれたり、『源氏物

語』宇治十帖にも描かれている。 

垂直変化に富む宇治市では、東部の山間部と西部の低地では高度や地形環境が異なっ

ているため、地域差が見られることが京都府立茶業研究所の観測によって明らかにされ

ている。山間部では日中と夜間の気温の逆転が見られ、低地の市街地に比べて気温が低

い。 

 

 

 

アユモドキ 

（『巨椋池干拓史』より） 

 

ナカセコカワニナ 

（微小貝データベースより） 

ケリ（日本野鳥の会パンフレットより） 

巨椋池のハス 

（『巨椋池のハス』より） 

 宇治に生息する動植物  
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過去 5 年間の宇治市の気候 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

第４節 土地利用状況 

 

a． 土地利用 

 

宇治市域の東部は山間部であり、そのほとんどが山林である。東部を流れる河川沿い

には田畑や宅地が散在しており、農村集落を形成している。市域北西端には巨椋池干拓

地を主とした水田が広がり、大規模な農地となっている。 

これらの地域の中央部にあたる低地はほとんどが宅地化されており、工場や倉庫、学

校などが多い。また、丘陵部から低地にかけては茶畑が点在し、特に白川、宇治川右岸、

黄檗、巨椋池干拓地の一部に集中して分布している。 

0

50

100

150

200

250
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350

400

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

降水量 H29年

降水量 平年

平均気温 H29年

平均気温 平年

 

                        参照：宇治市統計書（平成 19 年度） 図○ 宇治市の気温・降水量（ 宇治市の気温・降水量（平成 29 年） 

年次 
気温（℃） 降水量 降水

日数 

平均湿度 

最高 最低 平均 （㎜） （％） 

平成 25 年 21.1 9.6 14.7 1,593.0 88 82.0 

26 年 20.7 9.3 14.3 1,216.0 89 83.7 

27 年 21.3 10.4 15.2 1,578.5 118 85.8 

28 年 21.7 10.3 15.3 1,552.5 101 85.4 

29 年 20.5 9.3 14.2 1,321.5 92 85.6 

参照：宇治市統計書（平成 30 年） 

 

宇治川の川霧 

降
水
量 

平
均
気
温 

（℃） （mm） 

参照：宇治市統計書(平成 30 年度) 
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b． 土地利用規制 

 

宇治市では都市計画法による土地の利用が規制されている地域があり、特に西部の市

街地の都市計画区域では厳しい利用規制がなされている。市街化区域のほとんどは住居

区域であり、居住地の環境を守るための地域として、宇治川左岸や旧巨椋池干拓地周辺

にみられる工業区域、宇治橋通りを中心とする商業区域も利便化を図る目的としてそれ

以外での利用を規制している。また、宇治地区、三室戸、黄檗では風致地区として、中

宇治地域は特別風致地区として建築物の高さ制限や配色などに他の地域よりも厳しい規

制が設けられている。 

東部の山間部や旧巨椋池干拓地の水田は農業や山林の保全のため、市街化調整区域と

して開発行為が及ばないように規制が設けられている。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
宇治市土地利用規制図 
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第２章 宇治の歴史的特性の概要 

  

  宇治の歴史は古く、遊水池であった巨椋池の周辺から宇治川のほとりに集落を形成し

ていたことが縄文時代や弥生時代の遺跡より明らかになっている。古墳時代にはこの地

域に二子山古墳や二子塚古墳などの首長墓と考えられる古墳が出現しており、これらは

宇治が奈良と京都の中間に位置し、大和と東国を結ぶ交通の要衝であったことを示して

いる。これは飛鳥時代に飛鳥の豊浦寺で使用された瓦が約 50 ㎞離れた宇治の隼上り瓦窯

で焼かれ、供給されていたことからも伺える。宇治の重要度は大化 2 年(646)に僧道登に

よって宇治橋が架けられたことでさらに増し、以後の発展に大きく関わっている。 

平安時代には貴族の別業の地としても栄え、特に道長以来の藤原氏との関係が深い。

道長は宇治川西岸に別業を構え、道長の死後には息子・頼通が別業を受け継いで平等院

と号した。また頼通は同時に宇治上神社も建立したと考えられている。平等院と宇治上

神社は平成 6 年(1994)に世界遺産に登録されている。近年の発掘調査では宇治の市街地か

ら平安後期の邸宅跡や庭園跡、道路遺構が発見され、別業都市の存在を証明している（宇

治市街遺跡）。さらに、紫式部の『源氏物語』の最後の十帖は宇治を舞台に描かれており、

「宇治十帖」として著名である。 

院政の開始以降は宇治橋合戦や源平の争乱、承久の乱、楠木正成による宇治放火、室

町時代には応仁の乱や山城の国一揆などが起こり、織田信長による槇島の合戦によって

室町幕府が滅ぶまで宇治はたびたび大きな戦乱の舞台となった。 

信長は天下統一後も宇治を交通の要衝と考え、宇治橋の修復などを行った。豊臣秀吉

の時代には、伏見城の築城に伴って大規模な土木工事を行った。これは巨椋池に流れ込

む宇治川を堤によって分離し、巨椋池を維持する形で堤をつくって道にし、宇治を経由

せずに直接伏見へと導くもので、この一連の土木工事遺跡を太閤堤といい、その一部が

発掘調査によって発見されている。 

秀吉の治水工事により、宇治は古代以来の交通の要衝としての重要性を失ったが、室

町時代以降には最高峰のお茶の産地として有名であった。江戸時代には将軍家によって

珍重され、宇治茶が繁栄すると共に、現在、重要文化財となっている黄檗宗萬福寺の隠

元によって煎茶が広く普及した。 

明治時代以降には、宇治では堤防の決壊による洪水が頻発したため、明治 39 年(1906)

に巨椋池と宇治川が切り離された。これにより大規模な水害は減ったが、水質の悪化に

よる漁業の減少やマラリアの発生などの弊害が起こったため、昭和 16 年(1941）、巨椋池

は干拓によってその姿を消すこととなった。また、奈良鉄道(現・JR 奈良線)や京阪宇治

線の開通によって近代化が進み、昭和 26(1951)年に宇治市が誕生した。 

このように宇治は古くから巨椋池や宇治川を中心とした歴史が連綿と続く地域であり、

世界遺産を含む多くの文化財が残されている。また、鎌倉時代以降に宇治において重要

な地位を占めるようになった茶業は、現在でも伝統産業として受け継がれている。 
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（杉本宏著『日本の遺跡６ 宇治遺跡群』一部改変） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇治市遺跡分布図 

 

  

平等院鳳凰堂本尊阿弥陀如来坐像（国宝） 平等院鳳凰堂（国宝・世界遺産） 

隼上り瓦窯跡（国史跡） 

 

隼上り瓦窯出土高句麗様式甲Ⅰ類 

（豊浦寺へ供給） 

宇治市街遺跡（平安期道路遺構） 

宇治二子山古墳出土甲冑（古墳中期） 
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宇治上神社本殿（国宝・世界遺産） 宇治上神社拝殿（国宝・世界遺産） 

 

萬福寺総門（重要文化財） 宇治川太閤堤跡 
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第３章 宇治の生業的特性（宇治茶) 

 

a． 宇治茶の歴史 

 

宇治茶の歴史は鎌倉時代に始まる。臨済宗の僧・栄西は中国・宋から茶種を持ち帰り、

高山寺の僧明恵に分け与えた。明恵は茶種を栂尾と宇治に植え、宇治での茶の栽培が開

始されたと伝えられている。この伝承は萬福寺門前に建つ駒蹄影園碑の碑文に「栂山の

尾上の茶の木分け植ゑて あとぞ生ふべし駒の足影」と刻まれ、顕彰されている。 

南北朝時代には宇治で生産された「宇治茶」は「本茶」とされた栂尾茶に対して「非

茶」と呼ばれた二流茶であったが、室町時代になると 3 代目将軍足利義満が七名園と呼

ばれる茶園を開き、宇治茶は最高峰のお茶として確立した。ここでいうお茶は抹茶のこ

とであり、僧侶、特に禅宗僧の飲み物だったが、次第に一般にも広がり、秀吉の頃に千

利休によって「茶の湯」として大成した。 

江戸時代になると、宇治の周辺地域や宇治田原などでもお茶の栽培が行われるように

なったが、特に宇治郷において生産される宇治茶は幕府によって保護を受け、現在の宇

治橋通り周辺に宇治茶師と呼ばれる将軍家御用達の茶業家が登場する。茶師は特権的な

身分であり、中でも御物茶師・御袋茶師・御通茶師と呼ばれる茶師は普通の茶師よりも

家柄や格式が高く、強い権力を持っていた。当時の抹茶は高級品で、多くは将軍家や公

家に供給されていたために庶民には広がらず、江戸時代中期に煎茶や玉露が発明される

と庶民の間に広く普及し、親しまれるようになった。また、日米修好通商条約が結ばれ

ると、生糸と共に輸出品の首位を占めた。しかし、江戸幕府が滅ぶと、将軍家や公家と

深く結びついていた宇治茶師は寂れ、茶園をやめてしまう者が現れた。明治時代には輸

出品の品質の悪化によって禁輸政策がとられ、茶園が畑に変わるなど宇治茶は衰退する

が、宇治茶製法の改良や品質改良、さらには製茶行程の機械の発明などによって宇治茶

は回復し、伝統産業として伝えられている。 

現在では様々な種類のお茶があり、一般に広く普及しているが、その中でも宇治は高

級茶としての宇治茶の生産地として知られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
駒蹄影園跡 
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b． 茶園 

 

茶園は露天園と覆下園の 2 種類に分けられる。露天園は煎茶や番茶などの渋みのある

お茶を栽培する茶園で、茶葉に直射日光を当てて育てる。一般に目にする茶園はこれで

ある。これに対して、宇治で見られる茶園はほとんどが覆下園である。覆下園とは茶摘

み前(4 月頃)に、茶園に覆いをかぶせ、日光を遮ることで渋みが少なく、うまみの多いお

茶を栽培する茶園で、碾茶(抹茶)や玉露を生産している。 

この覆下園は宇治独特の栽培方法であり、茶樹を霜の害から守るために新芽が出るま

での冬の間に茶園に覆いをかぶせたことに始まる。室町時代にはすでに茶園に覆いが掛

けられていたことがポルトガル人のジョワン・ロドリゲスの『日本教会史』に記されて

いる。ここに記されている覆下園は「本簀
ほ ん ず

」と呼ばれる丸太ぐいと竹で棚をつくり、そ

の上によしずを広げてわらを敷いたもので、これにより約 95％の日光を遮断し、茶園内

を低温度、高湿度に保つことができる。この栽培方法は高級茶としての宇治茶の原点で

あり、現在でも少ないながらも、本簀によるお茶の生産を行っているところが見られる。

また、よしずには近江八幡市を中心とした琵琶湖産のヨシを使用している。現在では本

簀の代わりに寒冷紗と呼ばれる化学繊維を用いた黒い覆いを使用するのが一般的である。 

宇治では早くから多くの茶園景観が広がっていた。近世の頃にはすでに茶園は絵図に

描かれており、明治期になっても宇治の市街地のほとんどは茶園であった。現在では宅

地化が進み、茶園が少なくなり、限られた地域にしか見られなくなっている。 

 

 

 

種類 茶園 
製造方法 

蒸し 揉み 乾燥 

碾茶（抹茶） 
覆下園 

湯蒸し 

× 

○ 

玉露 

○ 冠茶 半覆下園 

煎茶 

露天園 

番茶 × 

ほうじ茶 煎茶＋番茶 － 

玄米茶 煎茶＋番茶＋玄米 － 

玉緑茶 湯蒸し、釜炒り ○ 

 

お茶（緑茶）の種類と製造方法 

参考：岡本望著『やさしい宇治の歴史』 
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近世の茶園分布（宇治郷） 

  

露天園（左）と寒冷紗による覆下園（右） 

 

 

本簀と寒冷紗 

現在は本簀を一部に残して、ほとんどは寒

冷紗による覆下が一般的である。 

 明治の茶園分布 
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c． 茶の加工製造 

 

宇治では栽培された茶葉は手作業によって摘み取られ、加工される。鎌倉時代以降は

抹茶が主流であり、蒸した葉を焙炉とよばれるあぶり台でかき混ぜながら乾かし、挽臼

で粉にしていた。江戸時代初期に黄檗山萬福寺の隠元が釜炒りの煎茶を日本に伝え、煎

茶の喫飲が盛んになる。元文 3 年(1738)、宇治田原の永谷宗円が蒸した茶の新芽を手で揉

むという、抹茶と煎茶の両方の製茶行程を取り入れた。この方法は宇治製法（青製煎茶

製法）といい、煎茶と玉露を製茶する方法で、現在では宇治茶手もみ製法は重要な民俗

技術であるとして、京都府無形民俗文化財に指定されている。 

しかし、大正 2 年に製茶行程の機械化による茶業の近代化が進み、宇治にも製茶機械

 

小倉 

 現在の茶園分布 
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が導入された。機械による製茶は、手もみによる茶葉の加工の際の手の動きがそのまま

機械化されたもので、製茶機械の充実には伝統的な宇治茶の手もみの製茶技術が必要不

可欠であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統的な手もみ製法（玉露・煎茶） 

 ①茶切り（露切り）     ②横まくり        ③玉解き 

茶葉を焙炉に入れ、掻き    助炭の上で茶葉を軽く    葉のかたまりをときほぐ 

上げて振り落とす       転がす           す 

 

 

 

 

 

④中上げ          ⑤茶揃え（中もみ･もみ切り）⑥でんぐり（アイセイ） 

 水分を均一にして冷やし、   片手まくり、もみ切り    葉の蒸れや乾燥に注意 

 茶葉の水分を半分にする     を交互に行う          して、形を整える 

 

 

 

 

 

 

 

⑦板ずり（宇治茶手もみ独特の技術）   ⑧乾燥 

  茶葉を板に付け、上下に回転させる。    茶葉を回転させながら乾燥させる。 

 

 

 

 

 

 

 
手作業による茶摘み 

 
お茶の新芽 
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玉露・煎茶の機械による製茶 

 

①蒸機（発酵を止める）            ②粗揉機（揉みながら乾かす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②揉念機（茶葉の形を整える）         ③中揉機（再度揉みながら乾かす） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

④精揉機（熱と力を加えて、揉みながら乾かす）⑤乾燥機（乾かす） 
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碾茶（抹茶）の製茶 

①蒸機（発酵を止める）   ②散茶機（冷却）     ③乾燥（乾燥炉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④切断（茶葉の形を整える）               

                ⑤「唐箕」で風を利用して茎や葉脈を取り除く 

               

               ⑥ふるいにかけ、「ねり」と呼ばれる仕上げ乾燥する 

 

               ⑦数種類の仕立碾茶をブレンドする（合組） 

 

               ⑧仕立碾茶を石臼できめ細かく碾いて、抹茶に 

             （＊①～④は碾茶、⑤～⑥は碾茶を抹茶にするための製茶行程） 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

d． 茶業の状況 

 

昭和 30年頃からの人口増加に伴う宅地開発などにより、急激に茶園面積が減少したが、

現在では宅地造成が沈静化し、宇治市内で約 80ha ほどの茶園を維持し続けている。宇治

に残る茶園面積は全国規模から見ると小さいが、碾茶・玉露・煎茶を生産しており、特

に碾茶の生産量が多い。 

  

 

 

抹茶加工に使用されている挽き臼 

  （現在） 
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また、宇治のお茶は全国茶品評会にも出品されており、多くの入賞や農林水産大臣賞

を受賞するなど高い評価を受けている。こういった品質のよい宇治茶は覆下園での茶葉

の栽培やブレンド技術によるもので、高級茶としての地位を確立している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年次                        
総

数 

煎茶

園 

玉露

園 

冠茶

園 

碾茶

園 

幼木

園 

平 25 年 77.3 8.6 19.9 2.2 45.0 1.6 

   26 年 76.3 8.6 20.1 2.2 43.9 1.5 

   27 年 76.3 7.9 20.2 2.2 44.3 1.7 

   28 年 76.2 7.6 20.3 2.2 44.4 1.7 

   29 年 76.1 7.4 20.4 2.2 44.4 1.7 

 

県名 

（平１８年） 

面積 

（単位：ha） 

主県合計 33300 

京都 1400 

静岡 15100 

 

宇治の茶園面積と主要生産県の茶園面積（単位：ha） 

年次 
生産量 製茶 

総数 煎茶 玉露 冠茶 碾茶 番茶 工場数 

平 25 年 66.5 6.0 14.0 1.3 42.9 0.0 27(4) 

  26 年 64.3 6.0 14.2 1.3 41.2 0.0 26(3) 

  27 年 64.5 5.7 14.2 1.3 41.7 0.0 26(3) 

  28 年 64.6 5.7 14.3 1.3 41.8 0.0 26(3) 

  29 年 63.5 5.1 14.4 1.3 41.8 0.0 26(3) 

全国(28 年) 80200 47300 6980 21800   

京都 3190 553 1780 642   

静岡 30700 19500 680 9740   

 

宇治におけるお茶の生産量（単位：ｔ）と製茶工場数 

参照：宇治市統計書（平成 30 年度）  参照：農林水産省統計書（平成 30 年） 

年次 出品 入賞 
農林水産 

大臣賞 
1 等 2 等 3 等 

平 25 年 40 17 1 5 4 8 

  26 年 40 16 1 3 7 6 

  27 年 43 19 － 2 6 11 

  28 年 37 17 1 3 4 10 

  29 年 41 20 － 3 5 12 

 

 宇治茶の品質 

参照：宇治市統計書（平成 30 年度）参照：農林水産省統計書（平成 28 年） 

※（玉露、かぶせ茶、てん茶）おおい茶データのみ 

 

 

参照：宇治市統計書（平成 30 年度） 

 

（ ）は共同製茶工場数 
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第４章 宇治地区の文化的景観の特性 

 

第 1節 位置と地形 

 

宇治地区は、宇治川が山間から流れ出す谷口部に位置し、かつては西岸が宇治郡宇治郷

に、東岸が久世郡宇治郷となっていた。地形は東から南にかけて山丘となり、北から西に

かけて南山城の平野が展開する。古くからの宇治の中心域であり、市街地が宇治川を挟ん

で展開している。この両岸を渡す橋が宇治橋であり、宇治のランドマークとなっている。

この地区は大字として「宇治」を用い、特に西岸地区の古くからの宇治市街地は特に「中

宇治」と通称される。標高は 15～25m 程度であり、緩やかな北下り地形である。現在の市

街地の地形は、折居川、塔の川の南から流下する小河川の堆積作用によって形成されたも

ので、小規模な扇状地形が二つ重なり出来上がっている。これらの小河川が扇状地形成を

止めたのは古墳時代頃のようで、それ以降、人々の広範囲な土地利用が可能となっている。 

この宇治地区を貫流し北に流下する宇治川は、宇治の骨格的自然景観であり、その源を

琵琶湖に発する。河川法上、一級河川淀川であるが、滋賀県との境から下流の桂川、木津

川との合流点までの概ね 8km を宇治川と呼んでいる。歴史的に見れば、宇治川が現在の状

況になったのは、文禄 3 年(1593)の豊臣秀吉による太閤堤築堤による宇治川改修からで、そ

れまでは宇治橋下流で西へ流れが変化し、巨椋池へと流れ込んでいた。 

    

宇治地区の地図 
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おそらく、それ以前に宇治川と呼ばれていた範囲は、宇治橋付近から眺望可能な狭い範

囲であったと考えられる。すなわち、宇治川は、宇治の範囲を流れている部分のみの呼称

であった可能性は高く、現在でも上流の滋賀県域は瀬田川と呼ばれることとなる。 

 

第 2節 歴史的変遷 

 

ａ.宇治の渡 

 

『古事記』に記される菟道稚郎子皇子説話は、応神天皇後の皇位継承について菟道稚郎

子皇子の自殺を以て仁徳天皇が即位するという、倭の五王の世紀における王統の伝えられ

方を考える上で示唆に富むものであるが、この舞台が宇治となっている。菟道稚郎子皇子

は父を応神天皇とし、母を地元の豪族の娘とし、現在の宇治神社・宇治上神社辺りに宮を

構えたという。このことにより宇治(菟道はウジの古表記)はウジと言うようになった地名起

源説話を伝える。菟道稚郎子皇子は宇治神社・宇治上神社の祭神として、宇治の産土神と

して今も篤く崇敬されている。そしてこの説話中に「宇治の渡」が重要な要素として語ら

れている。 

 宇治川の渡河点は古くから「宇治の渡」として著名であり、『記紀』ばかりでなく『万葉

集』などにもしばしば登場する。宇治川東岸の山上には、多数の武器や武具を副葬した主

要古墳二子山古墳が展開するが、これも宇治川渡河点の重要性を実証する遺跡といえよう。 

 

ｂ.宇治橋の架橋 

 

この宇治川渡河点に橋が架けられたのは、大化 2 年(646)のことであると放生院にある「宇

治橋断碑」(重要文化財)に刻まれる。記録が残る最古の古代橋である。『日本書紀』天武元

年(672)にも宇治橋に橋守が置かれていたことが記される。それ以降、現代に至るまで宇治

橋は架け替えられ続け、平成 8 年に現在の宇治橋が完成している。 

ただ、その架橋位置については、現在の場所で継承され続けたかどうかは議論がある。

江戸時代の地誌にも、かつての宇治橋はさらに上流であったことが記されるものがある。

記録から見ると、現在位置に宇治橋を確認できるのは『中右記』長承 2 年(1133)の記事であ

り、この時、平等院は宇治橋の南一町半以上のところにあったことが分かる。この少し前、

治暦 3 年(1067)の後冷泉天皇の平等院行幸のおり、宇治橋が新造され、この功で越中守何某

が重任を許されている。この橋が長承 2 年にも登場するものである。平等院造営の 1052 年

頃は、宇治橋は流されて架かっていない。このような状況を整理すると、かつては本町通

から塔の島を経由して橋が架かり、平等院造営によってこのルートの一部が境内化したこ

とによって、橋が下流に移された可能性が指摘できる。この上流にあったと想定する宇治

橋を「古宇治橋」と呼んでいる。 




